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iii例えば､アンヴィはAttention - Interest -　Search -　Comparison -
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も精度がよかったと報告している(Shardanand and Maes 1995)｡
Fab　は､内容のカテゴリーのマッチングと協調フィルタリングの両方を備え
たシステムである(Balabanovicacute and Shoham1997)｡その他､ UR Lの推
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●　収集者(collector)ソーシャルブックマークでURLを保存したり､ R S S
フィードを使って情報収集したりしている人々∴
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今回は、映画と株のクチコミを分析の対象として、実際の動きと、クチコミ   
サイトにおける書き込み数の関係を分析した。  
使用したデータは以下である。  
映画のクチコミにおいてデータを収集の対象としたサイトは、みた映画の感   
想や評価を書き込みサイトである。この分析において「クチコミサイト」とし   
て取り上げたものは、ポータルサイト上のコーナーである『Yahoo！ムービー』   
と、ポータルサイト上ではない映画情報サイト『映画生活』である。  
データを収集した映画は、2002年の春に全国公開された洋画6本と邦画2本   
の計8本である。  
最初にクチコミサイトへの書き込み数の分析を行った。クチコミサイトの書   
き込み数だが、映画をみた人の一定の割合がクチコミサイトに情報を提供する   
と考えると、書き込み数と観客動員数は関連があることが予想できる。そこで   
実際の観客動員数とクチコミ数の関連の分析を行なった。  
サイトに書き込まれたクチコミ数と、実際の観客動員数の相関を調べてみた。  
図6－2：yah醐！ムービーへの魯き込み敦と峻容貌員数   
分析の結果、『Yahoo！ムービー』では、クチコミ数は実際の観客動員数と強い相   
関（R2＝0．9125）を持っていることが明らかになった（図6－2）。Yahoo！ムー   
ビーは、巨大ポータルサイト Yahoo！のサイト内にあるため、クチコミの書き  
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図6 - 5 :ウチコ三サイトへの書き込み敦と出来高の関係(銘柄別)












国6 - 7 :書き込み敦と一マイナス嘘首ヒ牽く櫨)




































































































































































































































































購入率(oj6) 兌ﾘｼ?X8ｨ684R??商品ペー ジまで到 達 ?7?ｸ5x,ﾂ?r?ｽ均ウリ､ン ウ敗 
1 ???38.5 儺??俑?34.66 ???
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ページ逼 ??X自?｢?nブ以外 ??X決6h6r?6?X撃??ハブ一日 ??X決､??nブ以外-ハブ 
棒の別 ?b?ﾗハフ 刄v ??2?ﾈ外 
購入 ??C"?.274 ??s?0.139 ??#R?.417 



































































































































































































































































































































































































































































































































































マ｣､ ｢バラエティ番組｣ ｢スポーツ番組｣ ｢情報番組｣ ｢ニュース･報道番組｣｢音
楽番組｣ ｢映画｣ ｢アニメ｣である｡
今回の実験では､ ｢映画｣ ｢バラエティ｣ ｢スポーツ｣ ｢情報番組｣の番組を推
奨することにした｡実験1で､連続ドラマが推奨されたので､同じ番組が推奨
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格納した｡ RD Fでは述語論理を表現することができるので､ XMLより推薦
システムでは有利であると考えたためである｡言い換えれば､ RD Fは､ XM
L構文を採用した一階述語論理記述言語である｡一階述語論理記述言語とは､
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図8- i 8 :オントn･ジーによる出力(一部き
















































壷8 - g :協調コイルタリン聾とオントロジーに
よる推定の結果餌ヒ蜜
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PaidMedia (買うメディア､広告)､ OwnedMedia (所有するメディア､自社
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